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≪ 会 議 報 告 ≫ 
 

件名：タジキスタン国ピャンジ河自然災害予防計画事前調査（現地） 
日時等 日時：2005 年 11 月 10 日（木）11：30 – 12：15, 13：20 – 14：00 

場所：非常事態省会議室 
出席者 タジキスタン側：出席者リスト参照 

日本側：調査団、斎藤調査員 
討議内容 

 
本件「タ」国側ワーキンググループとして任命され関係各省庁から派遣された担当者、及び

非常事態省スタッフとキックオフミーティングを実施した。会議は午前と午後の 2 回行われ、

司会は非常事態省副大臣 Mr. Rajabov が行った。 

(1) 「タ」国側 Rajabov 氏から各人の紹介、背景説明、協力意思表明の後、本件プロジェク

トの具体的活動として以下のような提案があった。 
1) 今年の洪水で 9000 万ドル程度の被害が発生している。 
2) 洪水の詳細な被害調査の実施（インフラ被害、家屋被害、家畜被害他）が必要と考え

ている。 
3) 防災のためのパイロットプロジェクトの実施のために、次の５つのステップが重要と

認識している。 
• 災害防止計画の立案のための基本調査（河川流量等の測定等）の実施。特に 
• 水制工を基本とする防止工基本方針の策定 
• ホテントガイ（一番危ないとされる所）での指標の比較（被害の大きいところと少

ない所の数値：流量、水位、流速等の比較） 
• パイロットプロジェクトの実施（水制工の施工、データの入手、水制工の効果判定）

• PP の結果を踏まえた、全体設計、提案（水制、護岸等、材料等含む） 

また、モニタリング・予警報等のソフト的な対応は、20 万人の住民を救うためには即効

性がないため、プライオリティは低く、2 次的なものであり、まずハードによる対応をとる

必要があるとの意見が述べられた。 

(2) 日本側安達団長から、以下のような日本側の考えが示された。 
1) 洪水被害をどうするかという対策の検討については、次の点から難しいものであると

認識している。 
• 河川の基本データを収集しにくい（アフガン側の対応もあり） 
• 扇状地になっており、現在でも河道が動いている。 
• 土砂の堆積により今後も稼動の変動が予測される。 

2) 上述のことより、対策には次の 2 点が重要と思われる。 
• 短期、中長期に分けた対策の検討 
• 対策内容にプライオリティーをつける 

また、ラジャポフ次官からの提案についての考え方は次のとおり。 

3) 被害調査は重要である。今年の災害の調査だけではなく、過去の被害状況調査、対策

（設計や思想）、データ（水位水量）や地図なども重要である。これらのデータの提

供を願いたい。 
4) パイロットプロジェクトについては、現地視察後検討したい。また、JICA 予算は調査

を念頭においており金額が少ないため、「タ」国側工事費予算とあわせて実施するこ

とができないか検討願いたい。 

(3) 永田団員から、モニタリング・予警報の意義について、説明があった。 
• 資金に制限がなければ、ハード面の対策ですべてカバーすることも可能であろう。

• しかしすべての洪水を構造物で守ることは非現実的であるため、Flood fighting（堤

防を守ったり逃げたりすること） 、予警報も重要である。 
• 米国でさえハリケーンカトリーナによる被害を受けていることからも自明である。

(4) Rajabov 氏から以下のコメントがあった。 
1) 予警報・モニタリングは不要と言っているのではなく、まずハードがあって、その後

にソフト対策が必要と考える 



添付資料 １０ 

 2

2) 避難については、すでに国家レベルで体制があり、避難計画もある 

(5) 今後の予定として、13 日に合同現場調査を行い、15 日にはもう一度、ワーキンググルー

プでの討議実施、18 日には SW、ＭＭにサインをすることが確認された。なお、双方の

文書は英語ロシア語で作成することが確認された。 
以上

添付書類 
収集資料 

出席者リスト 
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日時等 日時：2005 年 11 月 10 日（木）14：20 – 15：30 

場所：水資源省副大臣室 
出席者 タジキスタン：Mr. Nurullo Ashurovich Ashurov 

日本側：調査団、斎藤調査員 
討議内容 双方あいさつ、安達団長の説明等の後、以下の説明が副大臣からあった。 

(1) 非常事態省と水資源省の関係について。2002 年までは、非常事態省は、予警報と緊急支

援に主たる役割を果たしており、河川に関する事業はすべて水資源省で実施していたが、

ADB と WB の資金援助により設立された防災コーディネーションユニットが 2003 年に

非常事態省傘下の組織となったため、河川に関する防災事業も非常事態省が実施してい

る（Ashurov 氏は以前は防災コーディネーションユニットの所長兼水資源省の次官であっ

た）。 

(2) 非常事態省は、設計・工事実施の機能を持っていない。河川に関する設計・工事は非常

事態省が発注者、水資源省が受注者となり、実施している。水資源省の下には、98 社の

公営企業があり、設計・工事を行っている。なお、過去の構造物工事はすべて水資源省

が担当していた。その当時は年間２億ドルほどの予算を有していた。 

(3) 取水部の水制工の図面について、2002 年に施工したものであり、先端部が未完である。

スパーダイクの角度の工夫により、導流堤のリベットメントが不要になるようにしてい

る。 

(4) ソ連時代の構造物については、60 年代～70 年代のものもある（20 km に及ぶ堤防の大半

は 60 年代の後半に作られたもの）。アーカイブを探せば、設計図書はあるかもしれない。

92 年までは良好な維持管理ができていたが、その後内戦の影響で十分なことができなか

った。94 年の大洪水ではメテントガイ付近で約 1km にわたって破堤した。 

(5) ３通りの堤防の設計を行っており、それぞれ以下のような費用を計算している（資料入

手済み） 
– コンクリート堤防： 5,800 万ドル 
– 玉石詰めコンクリート： 3,500 万ドル 
– 水制工対策： 1,716 万ドル 

これらはコンクリートの使用量が大幅に違うこと（経済的視点）から、検討されている。

(6) 河川の変動が激しく、87 年に取水口を作ったときは、本流がアフガン側であったものが、

現在はタジキスタン側になっている。堆積物の測定や河道の変遷調査は、昔は実施して

いたようであるが、現在は実施していない。 

(7) 現在ある取水口の上流 8km の地点に、過去に取水口を設けていた（河道が現在と違った

ため） 

(8) アフガン側との関係について。今年 6 月に大臣クラスの会議がもたれ、その中で、「ア

フガン側の護岸建設、土地開発・灌漑施設建設等を実施してほしい」との要望が出され

ている。来年 6 月に第 2 回の会議がもたれる予定。対岸のアフガン側の状況については、

「タ」国内戦時に対岸に逃げたタジク人も多いことから、地元である程度状況を聞ける

と思う。 

(9) タジク側の工事については、工事が復旧工事であるため、アフガン側は問題にしていな

い。 

(10) 日本側から、「既存資料収集集、技術面のインタビューについて、だれかよくわかる人

を紹介してほしい」との問いに対し、副大臣から「ワーキンググループ 8 番目に名前の

あがっている、Mr.Akbar Nabiev 氏がよい」との回答があり、再度訪問することとした。

以上

添付書類 出席者リスト 
収集資料１（堤防復旧工事概念図） 
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日時等 日時：2005 年 11 月 11（金）9：00 – 10：40 

場所：UN ドシャンベ事務所 
出席者  UN：Mr. Khusrav Sharifov, Program Officer UNDRMP 

      Ms. Nigina Alieva, Project Analysit, UNDRMP 
日本側：調査団、斎藤調査員 

討議内容 
 

双方あいさつ、背景説明の後、先方 Sharifov 氏から、DRMP(Disaster Risk Management Project
の概要説明があった。 

DRMP の主たる内容は以下のとおり（詳細は収集資料参照）。 

(1) DRMP は UNDP により 2001 年に設立され、タジキスタンにおけるすべての防災関連情

報の収集、公開（www.untj.orgで閲覧可能）を目的にしている。 

(2) Information Management Center の設立を行い、情報共有のためのプラットフォームを構築

している。この情報を元に機関間の調整を実施。将来、2006 年プロジェクト終了時には

独立採算の機関となる予定。なお、上記 HP にてその内容を見ることができる。 

(3) Disaster Training Management システムの改良を実施中（トレーニングツールの改良含

む）。副大臣などのハイレベルの職員もトレーニングに参加していて、上記 Information 
Center とも連携している。これらの情報や連携により速やかな予警報や緊急的措置をと

ることができるようになる。 

(4) Disaster Management Project という小規模減災プロジェクト（Small Mitigation Project：橋

や堤防の改修を含む）を 15 箇所で実施中。各プロジェクトの予算は 15,000 - 20,000US$程
度である。 

(5) 中央アジア地域の防災分野協力 
 
続いて、Ms.Alieva から REACT の説明があった。React は Rapid Emergency Assessment and 

Coordination Team の略で、MOES と国内外の防災関連機関の協力組織。詳細は収集資料参照。

その他情報は以下のとおり。 

(1) 来年はハマドニで Small mitigation project を実施予定。詳細は未定。 

(2) 既存の防災組織として、Local Emergency Response はある。ただし、トップダウンの組織

であり、書類上では OK だが、機能するためにはトレーニングが必須である。また、リ

スクマップ、避難計画等が各コミュニティで必要と考える。 
以上

添付書類 
収集資料 

プレゼンテーション資料（収集資料 NO.2） 
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日時等 日時：2005 年 11 月 11（金）11：05 – 13：00 

場所：Republic Project Coordination Unit for Liquidation of Consequences of Natural Disasters 
出席者 タジキスタン側：Mr. Shamsiddinov Khiloliddin Badriddinovich, Director（あと２名、後日記入）

日本側：官団員全員、斎藤調査員 
討議内容 

 
先方 Director から以下のように説明があった。 

(1) 当 UNIT は 1998 年に政府の直轄機関として設立。主な目的は災害復旧プロジェクトのコ

ーディネーション。2003 年の組織改変により現在はＭＥＳの管轄となっている。 

(2) ハマドニにおけるピャンジ河護岸事業実施における問題点は、①水量・水質を把握する

ためのモニタリングシステム（設備）の不備、②衛星写真・航空写真がなく現状の把握

の不能、③それらに基づく科学的な設計（対策）ができないことである。 

(3) 昨年国全体の防災・災害復旧予算は 1,700 万ソムニ（400 万ドル）、今年は 350 万ドル程

度。ソ連時代は堤防維持管理、建設費用として年間２億ドルの予算があった。現在は国

家予算が 3 億 5 千万ドル程度であることを考えれば、仕方が無い。 

(4) 去年の洪水（メタントガイあたりでの決壊）は最大流量 100m3/sec 程度だが、今年の洪水

は 900m3/sec。破堤箇所から北へ流れ、Ｋyjuiｓ川と合流した。今年は河道が昨年よりも

北へ移動し、破堤箇所が多くなったので、被害はさらにひどくなった。 

(5) 緊急工事として、700 万ドル以上の工事が必要と考えている。内訳は導流堤建設延長

1.5km、堤防復旧 3.0km、導水路掘削（深さ 4ｍ、幅 100m）。ただし、ラフな計算なため、

実際は数倍の規模になる可能性もある。 

(6) しかしながら、100 万ドル／月程度を使う工事になるだろうが、あと工事可能な期間は 4
ヶ月ほどと短く、さらに重機がたりていない。今年のハトロン州洪水の復旧に際しては、

第一副首相をトップとする災害復旧ユニットが結成され、ハトロン州にあるすべての建

機 260 台が用いられたが、緊急的に中国の民間会社から借り受けるなどして対応するな

どしており、絶対的に重機が不足している。よって、短い期間で効果を挙げられるよう、

日本側のアドバイスや重機への支援をお願いしたい。 

(7) 上流側に発電ダム建設の計画があるが具体的にはなっていない（米政府の援助で、アフ

ガニスタンとタジキスタンの協力事業）。 

(8) キックオフミーティングで次官が提案した水制のパイロットプロジェクトの位置につい

ては、明確なアイデアはない。 

(9) アフガン側には農地はあるが、Temporary なものであり、タジク側の灌漑農地とは重要度

がまったく異なる。アフガン側の測量をタジクの会社が実施することは可能である。ま

た、アフガン側から、水流の反射によるアフガン側農地への影響について、クレームが

来たことがあるが、現在大きな問題は生じていないし、今年大統領が双方で協力するこ

とも同意している。なお、アフガン側では米政府の援助により護岸建設の計画もある。

(10) タジク側で堤防建設工事を実施することはアフガン側には通知済みである。 

(11) 今回対象地域は、2 万 ha の農地と 10 万人の居住者がおり、移転は不可能である。よって、

ピャンジ河の対策は、経済効果だけではなく、国家として取り組む問題である（経済的

にペイすることだけを考えて対策は打てない）。 

(12) ADB には政府保証ローンで 600 万ドルの要請をしている。 
以上

添付書類 
収集資料 
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日時等 日時：2005 年 11 月 11（金）15：15 – 16：50 

場所： Asian Development Bank 
出席者 ADB： 

Mr. Tariq R. Anwar, Portfolio Management Specialist, Tajikistan Resident Mission 
Mr. Plamen Bozakov, Water Resources Specialist 

官団員：調査団、斎藤調査員 
討議内容 日本側の今回の調査の目的の説明後、ADB より次の話があった。 

(1) ADB は当地で 2006 年 5 月よりピャンジ河扇状地北部の灌漑復旧工事(10km)のプロジェ

クト（少なくとも 25 万ドル）の実施を計画しているが、詳細な資料（測量、水文記録、

地質関連など）がない為、まず基礎調査を計画している。 

(2) ADB で保有している情報は、97 年の地形データ（Canal 用）とソ連の衛星データ（日本

の衛星の 2 倍の精度）を保有しているが、今後お互いが有している情報や報告書を共有

していきたい。 

これを受けた日本側より次のとおり回答した。 

(3) 本地域は不安定な扇状地でピャンジ河の河道は現在も変動している。MES 自然災害復旧

ユニットの打合せにおいても、今後さらに河道変動が生じ、タジク側に影響が及ぶ可能

性があるので、堤防を現在の河道に建設し、河道をアフガン側に移動させる計画を有し

ている。（ADB 担当者からはアフガニスタン国境問題とか非常に難しいのではないかと

指摘があったが、アフガンとの協力協定の話から納得したようであった） 

(4) 現地における資料は衛星写真しかなく、詳細な測量調査と地質が必要であり、今後 JICA
としてもこれらの調査を実施する予定であるが、同様の調査をするのであれば、連携し

て協力を進めたいと思っている。今後どの様に調査を進めるか協力方法を検討したい。

(5) 特に、Canal と堤防は類似した工事であり、協力が可能である。 

具体的な協力方法として、次の案が提案された。 

(6) 2006 年の初頭までに ADB により地形調査などの基礎調査を実施し、その結果を利用し

て、JICA は開発調査を実施する。この開発調査の結果を受けて、効果的な工事（Canal、
護岸、堤防など）ができるように協力をすすめ、2007 年後半の乾季から工事を開始でき

るように調整していく。 

(7) ADB はマニラ本部で本計画について説明し、来週には回答をする。 
以上
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日時等 日時：2005 年 11 月 15 日（火）10：00 – 11：30 

場所： 大統領府 
出席者 大統領府：Mr. Kholboboev Faizullo Samadovic 

日本側：調査団員全員、斎藤調査員 
討議内容 大統領顧問よりタジキスタン情勢の説明 

(1) 現在「タ」国は、1995 年から 2001 年の第一期経済改革で 10％の経済成長とインフレ 60％
を 6％まで抑えることができた。特に自由化対策（貿易、価格など）と中小企業の民営化

によって短期中期の経済発展を実行できた。当初 95 年は戦争状況であったが 98 年の和

解以後マクロ経済における経済復興が成功したと考えられる。 

(2) マクロ経済における政策は、金融改革、ガバナンス改革、行政設立、民営化及び法制度

の改正を実施し 2005 年までに経済基盤が確率された。 

(3) 98 年以降は対外債務における戦略を実施し、GDP42%の成長まで回復し、PRSP 問題に対

応、年間 3,200 万ドル（全体予算の 8％）を PRSP に投資し JICA から登丸専門家の協力

で経済発展政策の指導を受けた。よって、現在国家戦略会議を計画しているので今後の

協力を JICA にお願いしたい。 

JICA 安達団長より 

(4) PRSP における対策としてカンボジアの場合債務返済問題などできず国民投資が進んで

いない国もあり、当国における経済成長を考えれば十分国民投資(PRSP)が可能と考えら

れるので協力できると思う。さらに、JICA ではベトナムの経験を生かして協力できると

思う。 

(5) 昨日 13 日 14 日に被災現場の調査を行い本日 15 時より MOES と今後の対応について検

討会を開くが、本案件は現場の状況(扇状地)から短期及び中長期の案件を考えており、さ

らに構造物計画のみならずソフトな対応（水防、警報など）も考えている。 

大統領顧問より洪水被害地について 

(6) 先日 ADB の黒田総裁及び ADB 専門家と現地を訪れ、幸い人的被害は少ないものの農地

の被害の大きさを考えると経済被害である。この原因の一つに今年度の気候問題（冬が

長く積雪が多いにも関わらず急激に温度が上昇して融雪や氷河(現地に流れているのを

確認した)溶けるような洪水現象が考えられるとの事であった。よって、この様な基本的

な現象を理解して降雨、降雪から洪水予測が必要である。ADB は当被害地に対して灌漑

施設の復旧を考えており、JICA の方針に従って実施する予定である。 

(7) 山岳洪水では非常に流速が早く、洗掘を起こす被害が考えられるので十分な調査を行っ

て対策を考えて頂きたいとの事。 

JICA より、現地の状況について説明 

(8) 扇状地における洪水対策は非常に難しく状況は十分理解しているので、本日からの非常

事態省との打合せで、資料収集、観測所の資料及び現地の測量など確認する。また、今

後の計画については ADB と協議しながら考えている。よって、早ければ 2006 年 4 月か

ら開発調査を実施、2007 年 3 月までに調査を終えるよていである。 
以上
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日時等 日時：2005 年 11 月 15 日（火）13：05 – 14：10 

場所：UNDP 
出席者 UNDP：Mr. Sukhorob Khoshmukhamedov, Programme Analyst 

日本側：調査団員全員、斎藤調査員 
討議内容 現在 UNDP が実施している GRPA プログラムの説明があった。主な内容は以下のとおり（説

明資料別添） 

(1) プロジェクト対象地域は主として北部山岳地域であり、ハトロン州は対象となっていな

い。 

(2) 対象となる災害は地すべり、洪水、土石流等であり、ローカル政府と住民の防災力強化

が主目的である。以前は政策レベルが対象となっていたが、現在はコミュニティレベル

が対象である。 

(3) 具体的な内容は、リスクマッピング、コミュニティトレーニング、パイロットアクティ

ビティ等であり、実際に活動しているのは、ローカルコンサルタントと非常事態省の職

員である。また、プロジェクトの中で、100 ヶ所の地域リソースセンターを作る予定であ

り、ここはトレーニングセンターとしての役目を持っている。ここの活動として、マイ

クトクレジット等を通じて、地域住民の木材伐採をやめさせ、地すべりの誘引防止に努

めること等も実施している。 

(4) タジキスタンにも能力のあるローカルコンサルタントがいる。具体的な話は担当のオレ

氏に聞くのがよい（後日訪問予定）。 
以上
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日時等 日時：2005 年 11 月 15 日（火）15：30 – 17：40 

場所：非常事態省会議室 
出席者 タジキスタン側： 

Mr. Abduraihm Rajabov, Head of WG 
Mr. Alisho Shomahmadov, Assistant head of WG 
Mr. Rustanm Abdullaev, Deputy Director of Project Coordination Unit 
Mr. Akbar Nabiev, Director of Institute “Gydrowathoz” 
Mr. Akmal Ahmedov, Head of Hydrogeology and Engineering Geology 

日本側：調査団員全員、斎藤調査員 
討議内容 新しく、参加した FOCUS プロジェクトの Mr.Abdusalom 氏の照会のあと、安達団長、永田

団員から現地踏査の結果を報告した。 

主な内容は以下のとおり。 

(1) サイトの状況はよくわかった、対策は中期的なものと長期的なものに区分する必要があ

る。 

(2) 詳細な地形図、河川の観測結果に基づく科学的な解析、設計が必要である。 

(3) メテンドガイからコダパにかけての氾濫域は旧河道に沿ってものと考えられる。 

(4) ソフト的な対策も重要であり、リスクマップの整備、避難所の建設等が考えられる。 

続いて、タジキスタン側ワーキンググループ各自から報告、意見があった。主な内容は以下

のとおり。 

(1) 水資源省では過去 40 年間のピャンジェ河河道変動の監視を行っている。1985 年には本流

がアフガン側にあったものが、2002 年にはタジキスタン側に変動している。南から北へ

かけての変動のほうが速度が２倍速い。 

(2) 対策の立案には、航空写真撮影または衛星写真購入、縮尺 1：2,000 の測量（河川沿いに

範囲：3km x 30km、費用 65 万ソムニーかかる）、地質・水文調査、水文観測所の整備

(3) 洪水時には氷の塊も流れていた、この衝撃も設計に考慮する必要がある。 

(4) ピャンジ河における水文観測施設は 60 年代に設置され、93 年まではフルに稼動していた

が、93 年以降は 3 個所で水位のみ観測されている。観測所の復旧は非常に重要と思われ

るのでご支援願いたい。 

(5) 今年の積雪は通常より 30～60 %多かった。 

(6) ハザードマップの作成、河川沿いの緩衝地帯の設定、関係各機関の協力が重要と考える。

続いて、Focus の Mr.Abdusalom 氏からプロジェクトの紹介があった。主な内容は以下のと

おり。 

(1) Focus は予警報・避難を事業として実施しており、昨年からサレズ湖の案件を実施してい

る。 

(2) サレズ湖の件は、EU が DIPECO(Disaster Preparedness European Community)の枠組みで費

用を拠出しているもので、リスク評価と避難訓練の実施が以下の３フェーズで行われて

いる。フェーズ１：132 村、フェーズ２：61 村、フェーズ３（今年 10 月開始）：15 村

(3) プロジェクトの中で、無線ラジオ通信網、予警報システムの構築が行われており、ハマ

ドニ各村落、非常事態省にも無線ラジオが設置されている。 

(4) 後日訪問し、詳細をインタビューすることを約束した。 

続いて安達団長から JICA プロジェクトの方針について以下の説明があった。 

(1) 事態の緊急性を考え、プロジェクトはＳＷ案に示されたものより、できるだけ短くなる

ように考慮する。 

(2) 基礎的な資料（水文資料、地形図）は必須である。測量は ADB との連携を考えたい。ま

た、水文データについては、気象庁と打ち合わせ、上流部の観測所については検討した

い。 
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(3) しかし、2006 年、2007 年の洪水には、JICA 調査を生かした対策工事はできない。その

間、予警報などの方法を考える必要がある。また、調査の中で技術的なアドバイスはで

きる。 

(4) 堤防再建の可能性は ADB とも協議するが、いずれにしても 2 年間の調査は必要である。

これまでの調査団、ワーキンググループの発言に対し、Rajabov 次官から以下の指摘があった。

(1) 調査が必要なことはわかるが、データを収集している間にも多くの被害が発生する。す

でに数多くの知識があり、なにをやればよいのかわかっている。破壊された水制工を再

建築することが重要である。深度 7ｍで破壊されたので安定性を重視し、深度 15m の基

礎を持つものを作る必要がある。 

(2) 水文観測、地形図の重要性はわかっているので、タジキスタン側で実施する。日本側は

工事を実施してほしい。 

(3) 工費の一部がタジキスタン側で負担も可能である。 

これに対し、安達団長から以下の説明があったが、結論はでず、１７日に再度会議を行うこ

ととした。 

(1) 十分な調査を行わずに建設工事を先行すると、洪水の時にまた破壊されてしまうおそれ

がある。 

(2) 有効な堤防・水制の建築は、パイロットプロジェクト規模のものではできない、ADB の

融資または無償によるプロジェクトが必要である。 

(3) パイロットプロジェクトは 40 万ドル程度の規模であり、頭首工付近の水制修復等ならで

きる 
以上
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日時等 日時：2005 年 11 月 16 日（水）10：00 – 11：20 
場所：UNDP Community Programme Office  

出席者 UNDP：Mr. Ahad Mahmoudov 
日本側：調査団員全員、斎藤調査員 

討議内容 Mr. Ahmad から Community Programme について説明があった。説明、質疑応答と収集した

資料をもとに、プロジェクトの概要を記すと以下の通り。 

(1) Community Programme は、RRDP(Reconstruction Rehabilitation and Development Programme)
の後に続くもので、2004 年に開始された。草の根レベルの貧困層の経済的支援、インフ

ラの整備等を目的としたものである。 

(2) プログラムは、JRC（Jamoat Resources and Advocacy Center）の設立、支援を中心とし、

ジャモアレベルとサブディレクトリレベルを対象としている。プログラムの中で、全国

で 95 人の職員がおり、各地で活動している。職員の専門は、土木・給水、アドミ等であ

る。ひとつのジャモアにひとつの JRC が対応する。 

(3) 主たる活動はマイクロクレジットによる農民支援である。JRC が Shareholder company と

なり、マイクロローンオーガニゼーションを設立して運営している。利率は 1.2%～2.5%
であり、利益はすべて地元に還元している。 

(4) 防災分野では、例えば地すべり多発地帯等で、他のプログラムと共同して住民による樹

木伐採の低減等により侵食防止等を図っている。 

(5) 国家開発計画に沿った戦略プランを策定し、地方分権化の流れをサポーとしている。 

(6) ハマドニ郡を含むクリヤ地域においては、マイクロファイナンスによるポンプのリハビ

リ、中規模の水供給等の実績がある。 

(7) 既存組織であるコルホーズ、ファーミングコミティ等はこれまでコーディネートされて

いなかったが、JRC の下にコーディネートされ、活性化されている。 

(8) JRC は防災のための組織としても活用できるため、JICA プロジェクトでも利用できる。

(9) 地下水については、EU は浅井戸支援を主体としているが、浅い地下水は安全ではないた

め、UN は深井戸（40ｍ以深）、湧水による支援を考えている。12 月に Sustainable Water 
Supply の会議を開き、政府・国際機関等を招待するので、参加願いたい。 

以上

添付書類 
収集資料 

収集資料 5：Community Programme 説明パンフレット 
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日時等 日時：2005 年 11 月 16 日（水）14：00 – 16：00 

場所：Project Coordination Unit for Liquidation of Consequences of Natural Disasters 
出席者 タジキスタン側：Mr. Rustam Abdullaev 他２名 

日本側：藤島、中村、セルゲイ 
討議内容 河川の設計等について詳細を打ち合わせた、主な内容は以下の通り。 

(1) Questionnaire について、前回 JICA ミッションが来たときに、回答をまとめて大使館に提

出している。再度コピーして今回調査団にも渡す。 

(2) 設計基準については設計局が、流出解析・氾濫解析等については水資源省水利用部が実

施しているので、Unit ではわからない。 

(3) 防災工事施工までの手順としては以下のとおり。 
– 災害発生、地方政府災害委員会結成、被害状況調査 
– 州政府、中央政府に調査結果提出 
– 中央政府内の環境及・非常事態部で審査（同部は政府内にあり、非常事態省より上位

の機関） 
– 首相をトップとする非常事態委員会結成、優先順位決定 
– Unit による計画の策定と予算の策定、工事の発注 

(4) 現在工事中の堤防の費用は、5～7 万ドル/100m 

(5) 建設材料について、タジキスタンにはセメントはたくさんあるが、鉄はない 

(6) 民間コンサルタント会社について、測量・地質調査はあるかもしれない。半官半民の会

社が多いので、必要に応じて、対処できる。 

(7) 工事単価について、工事単価は標準単価表がある（非常に分厚い）、材料単価は市場単

価となるので、問い合わせる必要がある（依頼済み）。 

(8) 既存設計書に基づく工事概算単価は以下のとおり。 
– 掘削：1.6 som/m3、盛土 1.35 som/m3、転圧 0.7som/m3 

以上

添付書類 
収集資料 
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日時等 日時：2005 年 11 月 16 日（水）16：10 – 17：30 

場所：tate Agency “Agency on Hydrometeorology” 
出席者 タジキスタン側： 

Mr. Mr. Mahmad T, Safarov, First Deputy Chief 
Mr. Anvar Homidov, Deputy Director 

日本側：藤島、中村、セルゲイ 
討議内容 既存資料の状況の確認等を主目的に打ち合わせた。主な内容は以下の通り。 

(1) Agency on Hydrometeorology は環境保護森林委員会傘下の組織であり、河川・気象観測、

予報・警報を担当している。 

(2) Study エリアの上流側で一番近い既存観測所はヘルマンジュ観測所である（位置図６３

番）。この観測所はスイスミッションの援助によりタジキスタン側施設の再整備はでき

ている。しかし、流量測定のためのワイヤーがまだ張られていないこと、河川横断測定

のためにアフガン側に渡る必要があるが、アフガン側との調整が終了していないことか

ら、まだ観測を開始できる体制に無い。アフガン側との問題は政治的な問題であるため、

いつ観測再開できるかは不明である。ただし、水位測定だけは約２ヶ月前から開始して

いる。 

(3) ヘルマンジュ観測所の流量観測データは 1993 年までそろっている。最大流量・土砂量は

以下の通り。 
– 最大流量：4,370m3/sec (1978 年) 
– 最大土砂量：13,000kg/sec(1978 年), 平均土砂量 1,200kg/sec, 年間土砂量 38,000t/年

（1978 年） 

(4) 観測データとしては、アニュアルレポートがある。しかし、外部に持ち出すことはでき

ない。閲覧、筆記は可能である（後日訪問し、現物を閲覧予定）。また、73 年～92 年の

最大、平均、最小流量と土砂量の算定を依頼した。 

(5) 気象データは継続して観測しており、９３年以降のデータもある。ピャンジ河上流部で

重要な観測所は Krozog のものである。日降雨量等のデータはあり、本格調査で利用可能

である。ただし、倉庫で探して出さねばならない（後日訪問し、データの状況を確認予

定）。 

(6) 先方から「JICA プロジェクトの中で気象・河川観測設備に対して援助してほしい」との

要望があった。それに対して、「JICA プロジェクトは調査なので、設備に対する本格的

な援助は難しい。しかし JICA スタディに必要なものであれば、JICA に対して要望があ

ったことは伝える」と答えた。 
以上
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日時等 日時：2005 年 11 月 17 日（木）9：40 – 12：30 

場所：非常事態省会議室 
出席者 ＜タジキスタン側＞ 

Mr. Abduraihm Rajabov, Head of WG 
Mr. Alisho Shomahmadov, Assistant head of WG 
Mr. Akmal Ahmedov, Head of Hydrogeology and Engineering Geology 

＜日本側＞ 
大使館：藤井職員 
調査団：全員 
JICA：斎藤調査員 

討議内容 藤原団員から SW、MM の説明、永田団員から調査内容についての説明、安達団長から主と

してパイロットプロジェクトの内容について説明があり、「タ」国側と協議を行った。細かな

語句の修正以外の討議事項は以下の通り。 

(1) 「タ」国側から、技術移転の内容等について質問があった。 
• 日本側から技術移転はノウハウの伝授でありハードではないこと、集団コースでは

ないので英語がわからなくてもロシア語のコースがあるので大丈夫であることを

説明した。 

(2) 「タ」国側から、パイロットプロジェクトについて、limited area, small scale の語句を変

えてほしいとの要望があった。Small scale については削除すること、Limited area につい

ては具体的な個所を記述することで合意した。 

(3) 「タ」国側から、既存水制工については、基礎の深さが足りず、現在 7m 程度の深度で

あるが 2～3ｍ深くする必要があり、性能のよい重機をパイロットプロジェクトで提供し

てほしいとの要望があった。 
• 日本側から、今回プロジェクトでは重機の購入は難しいこと、しかし重要な問題で

あるので、all Japan で考えたいと返答し了解された。 

(4) 「タ」国側から、自分で調達できるもの（砂利、マンパワー他）は「タ」国側で調達す

るため、パイロットプロジェクトの工事量をできるだけ大きく、堤防・水制の延長を長

くしてほしいとの要望があった。 

(5) 日本側から、設計のためには基本データが必須であること、水制工基礎の深い掘削は困

難な点が多いこと、水制工基礎の深度検討については基本データが必要であり、地形図

だけではなく、地質調査も「タ」国側で実施してほしい、無理なら既存地質データでき

るだけ準備してほしいとの要望が出された。 

「タ」国側から、既存地質調査データは古いため、新たな調査の必要が説明された。 

(6) 日本側から、修復が必要な施設として、頭首工下流堤防、上流の水制工、メテントガイ

までの約 8km の堤防があるが、パイロットプロジェクトですべて実施することは困難で

あること、上流部はハマドニの町を守るために非常に重要であるため、パイロットプロ

ジェクトで実施することも考えられること、通常パイロットプロジェクトに多額の費用

をかけることは困難であること、来年と再来年は洪水の被害を完全に防ぐことはできな

いが、調査とパイロットプロジェクトの結果をもとに十分対応が期待できることを説明

した。 
• 「タ」国側からパイロットプロジェクトの意義については理解していること、早急

な着工が必要であるため、「タ」国側も地形・地質・水文データを早急に確保でき

るよう努力することが表明された。 
以上
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日時等 日時：2005 年 11 月 18 日（金）11：00 – 13：10 

場所：非常事態省会議室 
出席者 ＜タジキスタン側＞ 

Mr. Abduraihm Rajabov, Head of WG 
Mr. Alisho Shomahmadov, Assistant head of WG 
Mr. Rustanm Abdullaev, Deputy Director of Project Coordination Unit 
Mr. Mirzo Saidov, Director , Science Research Center  
Mr. Akbar Nabiev, Director of Institute “Gydrowathoz” 
Mr. Akmal Ahmedov, Head of Hydrogeology and Engineering Geology 

＜日本側＞ 
大使館：藤井職員 
調査団：全員 
JICA：斎藤調査員 

討議内容 SW,MM について討議を行った。細かな語句の修正以外の主な討議内容は以下の通り。 

(1) 日本側から、地質調査、社会調査等の現地再委託はカウンターパートとは契約できない

ことを説明した。 
• 「タ」国側から、各機関には会計・経営の異なる外部団体があるため問題がないこ

とが説明された。 

(2) 「タ」国側から測量は縮尺 1/10,000 でよいか、と質問があった。 
• 日本側から、施工時には縮尺 1/2,000 程度で再度測量を行うため、今回調査は縮尺

1/10,000 でよいことを説明した。 

(3) 「タ」国側気象庁から、Hirmanjo 河川観測所について観測再開には 20,570 ドルの機材・

工事とアフガン側の了解が必要であると指摘があった。 
• 日本側から、Hirmanjo 河川観測所のデータは非常に重要であるため、早急に対処

してほしいと依頼した。 
• 「タ」国側から、不足機材・工事については気象庁に予算をつけること、国境の問

題については、「タ」国とアフガンの間に基本合意があり、この中で解決できると

思われること、解決できない場合でも別途協議し、早急に対応する旨、返答があっ

た。 

(4) 日本側から、「タ」国側提案のロシア衛星写真について費用等を質問した。 

(5) 「タ」国側から、費用は１セット 1,200 ドル、対象地域では 2 セット程度必要であること、

写真解析には 1995 年から 2000 年までの衛星マップが必要、さらに、入手には１週間～

10 日程度かかることが説明された。 

(6) 来週、日本側コンサルタントが訪問し、詳細をつめることとした。 

(7) 「タ」国側から、パイロットプロジェクトについて質問があった。 
• 日本側から、①取水堰付近の水制工、②取水堰から 4～5ｋｍ下流の残存堤防付近、

③養魚場付近の堤防補強と水制が考えられること、金額は約 40 万ドル程度が上限

であること、施工は日本の会社ではなく、原則現地会社が行うこと、設計費用・施

工管理はこの 40 万ドルとは別枠であることを説明した。 

(8) 「タ」国側から、本格調査のソフト部分を削って、その浮いた費用で建設重機を提供し

てほしいとの要望が出された。 
• 日本側から、ソフト部分の金額は多くを考えていないので難しいこと、パイロット

プロジェクトの意義を説明し、要望を Convey する旨ＭＭに記載することを提案し

た。 
• 「タ」国側からＳＷの中で、equipment, machinery 等の言葉を入れるよう要望があ

ったが、日本側から再度日本の援助の仕組みと JICA 調査の中では機材は原則購入

できないことを説明し、さらに、見返り資金を利用して 2～3 台程度の重機を購入

できる可能性があること、今後日本大使館と相談することを提案した。 

上記の説明に「タ」国側は感謝し、納得した。 

以上
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日時等 日時：2005 年 11 月 18 日（水）18：00 – 1８：30 
場所：ADB Office 

出席者 UNDP：Mr. Plamen Bozakoc 
日本側：安達団長、永田専門家、藤原団員、斎藤調査員、藤島 

討議内容 安達団長より、本日 S/W, M/M の調印が完了、その説明をした。よって、本調査を来年 3 月

より実施すべく調整を行っているので、ADB の測量調査との調整を考えている。なお、コン

サルタントが 20 日より再度現地に行き、災害状況を確認後測量範囲の調整をしたい。詳細に

ついては今後 E-mail にて連絡を取り合うことを提案。 

ADB Mr.Bozakoc も了解との事で、現地調査後打ち合わせる。 

以上

添付書類 
収集資料 
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日時等 日時：2005 年 11 月 21 日（月） 9：00 – 11：30 

場所：ハマドニ区役所 
出席者 ＜タジキスタン側＞ 

Mr. Kataev Abdujabbor, 副区長 
Mr. Ruziev Ibrahim, 水道局長 

＜日本側＞ 
調査団： 藤島、中村、セルゲイ 

討議内容 ハマドニ区の基礎情報等を収集、ヒアリングするために面談した。主な事項は以下の通り。

(1) タジキスタンの行政単位は、州、区、ジャモアットである。ジャモアットはいくつかの

村が集まったものであり、行政機構、議会も有している。ハマドニ区には８つのジャモ

アット(Kahramon, Mehnatobod, Dashtigulo, Kalinin, Turdiev, Panjob, Chubek, Moskva Town) 
がある。 

(2) 今年 6 月の洪水被害は、ほとんどハマドニ区で発生した。ハマドニ区の範囲は、南西は

国境警備隊背後の丘の麓までである。区名はハマドニであるが、区役所のある町の名前

はモスクワである。また昔はチュベック州と呼ばれていた。今はピャンジ河頭首工の付

近のジャモアットがチュベックとよばれているのみである。 

(3) ハマドニ区の住民は 1950 年～1960 年代に移住してきた者が多い。ただし、あまり遠くか

ら来たものは少なく、概ね車で２～３時間程度の距離である。コミュニティごとに、ま

とまって移住してきているので、村内部の連帯は比較的強固である。 

(4) 人種的にはタジキスタン人のほかに、ウズベク人、ロシア人等もいるが、離れたコミュ

ニティを作っているわけではなく、村の中に混在して暮らしている。 

(5) アフガニスタン側との行き来はまったくない。アフガン側に親類、知り合い等のいる住

民はほとんどいない。アフガン側の状況はよくわからないが、住民が居住しているのは

やや高くなった部分であり、扇状地には人は住んでいないと思っている。 

(6) 区政府の中に防災担当の職員が２名いる（非常事態省の職員であるが、区長直属として

区の防災も担当しているらしい）。職務は警報の連絡、避難誘導、非常時の区長の補佐

等である。 

(7) 本年 6 月の洪水時の警報・避難について、非常事態省から警報ももたらされたが、川が

すぐそばにあって観測が容易であるため、非常事態省の警報はあまり役に立たなかった。

避難指示は川の状況を区役所職員が観察し、区役所（防災本部）に集まった各ジャモア

ット防災担当者に避難指示をだすほか、副区長自身が車で各地域に警戒・避難指示を伝

えて回った。 

(8) 現在、防災無線の設備等はない。サレズ湖プロジェクトによる無線網の配備のことは知

らない。 

(9) 区及、ジャモアット、村落レベルの避難計画、非常時の役割分担はできている。防災訓

練も時々実施している。 

(10) JRC（ジャモアットリソースセンター）はハマドニ区に１～２つがある。詳細はよく知ら

ない。 

(11) 本格調査に際し、ハマドニ区役所内に執務室を提供する件については、まったく問題は

ない。スペースは十分にある。 

(12) 治安については問題ない。凶悪犯罪は極めて少ない。ゲリラの活動もない。 

(13) 住民の意識・組織は、どの村、ジャモアットでも似たようなものであるので、コミュニ

ティ防災のモデルとしてどこがよいということはいえない。 
以上
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日時等 日時：2005 年 11 月 22 日（火） 11：00 – 11：50 

場所：Focus Humanitarian  
出席者 ＜タジキスタン側＞ 

Mr. Hadi Husani, Chief of Mission, Focus Humanitarian Assistance 
＜日本側＞ 

調査団：中村、セルゲイ 
討議内容 Focus の活動についてヒアリングを実施した。主な内容は以下のとおり。 

(1) Focus は国際 NGO である AKDN の一員であり、タジキスタン最大の NGO である。タジ

キスタン内で様々な活動を実施しており、250 人のスタッフをかかえている。防災はひと

つの大きな柱であり、日本をはじめ、US Aid, ECHO 等の資金援助を受けている。年間事

業予算は 2.5 百万ドルである。 

(2) サレズ湖の決壊は流域 500 万人に影響を与えるおそれがある。サレズ湖に関連する防災

事業は 1999 年から実施している。主な事業はリスクモデルの策定、リスクマネージメン

ト戦略の策定を背景としたコミュニティのキャパシティビルディング、リスク軽減、避

難等である。 

(3) 主としてハマドニより上流部で事業を実施している。今のところ、ハマドニで活動を行

うことは予定していない。 

(4) ハマドニより上流部で無線通信システム（CODAN）を導入した。これは太陽電池で動く

もので、緊急時の相互コミュニケーションに使用される。また、この通信網を利用して、

タジキスタン気象庁と協力し、河川情報の相互提供を行うことを計画している（確認要）。

システムの概要については、後日メールで資料を送る。 

(5) アフガニスタン側は国境付近の作業についてセンシティブになっており、アフガン側に

影響を与える事業については慎重な配慮が必要である。FOCUS が上流部で道路工事に伴

う発破作業を行った際、アフガン側から銃撃を受けた経緯がある。両国政府の上層部だ

けの話し合いだけでは、現場まで指示が行き届かないものと考えられる。FOCUS の事業

では、双方の区レベルの話し合いのほか、アフガン側で活動している FOCUS 組織を使っ

て問題を解決した。 
以上
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日時等 日時：2005 年 11 月 22 日（火） 1３：30 – 14：00 

場所：Un Disaster Risk Management Project 事務所 
出席者 ＜タジキスタン側＞ 

Mr. Ole Ramsing, Project Manager, UN Disaster Risk Management Project 
＜日本側＞ 

調査団：中村、セルゲイ 
討議内容 UN Disaster Risk Management Project について、Manager の Ole 氏が帰国したため、現地コン

サルタント等について追加ヒアリングを実施した。主な内容は以下のとおり。 

(1) タジキスンにはいわゆる民間のコンサルタント会社はないと思われる。UN のプロジェク

トでは、個人コンサルタントを契約し、プロジェクトを進めている。 

(2) 個人コンサルタントは、まったくのフリーのコンサルタントもいるし、役所に勤務して

いる者もいる。役所に勤務している者は一旦退職・休職し個人ベースで UN のプロジェ

クトで雇用している。 

(3) 給料は経験に応じて 300US$～700US$程度である。 

(4) 測量や地質調査が必要な場合は、政府の Instituteに依頼している（例えば Mapping Insititute
や Geological Institute）。 

以上
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日時等 日時：2005 年 11 月 23 日（水） 15：50 – 16：20 

場所：国家環境委員会事務所 
出席者 ＜タジキスタン側＞ 

Mr. Abdusamotov Munimjon, Chief of State Water inspection, State Committee for Environmental 
Protection and Forestry 

＜日本側＞ 
調査団：藤島、中村、セルゲイ 

討議内容 タジキスタンの環境政策の概要をヒアリングした。主な内容は以下のとおり。 

(1) タジキスタンには EIA 制度がある。詳細は国家環境委員会内に EIA 部があり、そこを紹

介するのでヒアリングしてほしい（25 日面談予定）。 

(2) 環境に関する主な法律としては、自然保護法、水資源法、環境影響評価法の３法がある。

その他、法令、省令がある。 

(3) JICA プロジェクトにおいては、ワーキンググループに環境委員会が入っているので、そ

の中で随時話し合いをしながら進めて行くのがよい。基本的には、プロジェクトの内容

が決まった段階で、計画を環境委員会に提出、委員会から環境要件を指示、環境調査・

評価書を提出し、委員会で審議、許可といった流れになる。 

(4) どのような事業が EIA が必要になるかについては、EIA 部でヒアリングしてほしい。 

(5) 対象地域の環境について、特筆すべき事項は見当たらない（少数民族、貴重種等）。 
以上
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日時等 日時：2005 年 11 月 23 日（木） 08：30 – 10：00 

場所：水文気象庁事務所 
出席者 ＜タジキスタン側＞ 

Mr. Anvar Homidov, Deputy Director 
＜日本側＞ 

調査団：藤島、中村、セルゲイ 
討議内容 気象・水文観測、予報、警報について打ち合わせた。主な内容は以下の通り。 

＜予報・警報＞ 

(1) 気象・水文予報は毎日、速報を発行しており、政府、非常事態省等の中央官庁、マスコ

ミ等にインターネット（メール）を通じて連絡される（全４ページ、見本入手済み：収

集資料：７）。ただし、このブリテインは地方政府には気象庁からは配布されていない

（非常事態省から連絡がいっていると思う）。 

(2) この速報の中には、４日間の天気予報、過去数日間の気象データ、貯水池の水量、湖の

水位、河川水位（主要 12 河川）、ワクシュ川流量予測（ワクシュ川だけは観測所が整備

されており、モデルもある）、大気汚染モニタリング状況が記載されている。 

(3) 非常時には速報の１ページ目に、警報の内容が記載される。また、随時、電話で非常事

態省に連絡がいくほか、地方政府にも連絡される（ただし、システムとして存在するの

は、毎日のブリテインのみであり、電話による緊急連絡は随時個人的な判断で実施され

るらしい）。 

(4) 警報については、レベル、ランキングの規定はない。ピャンジ河については、１日の水

位上昇量が 50cm を超えた場合に警報をだすことになっている。警報の内容としては、

「ピャンジ河の水位上昇が急激であるため注意されたい」といったもので、定量的な予

報はない。 

(5) 警報が出されると、流量の観測は１日に 6～8 回に増やされる。 

＜気象・水文観測地点、データ＞ 

(1) 観測所の位置については、前回予備調査の報告書等から変化はない。 

(2) ピャンジ河については、対象地域から上流で本川には４個所、支川には 3 個所の流量観

測所がある。一応機能しているのはヘルマンジョだけである。ヘルマンジョ観測所にお

ける流量データを入手（収集資料８）。 

(3) 現在の H-Q カーブはない。河床変動が激しいので、過去のものは使えないと思う。本来

なら流量で警報を発すべきであるが、現在は実施していない。 

(4) 気象観測については、大部分が機能している。ただし、測定は半日ごとであるため、時

間雨量等の算定はできず、降雨強度の数値はない。ただ、９２年までは自動記録のデー

タもあるので、過去のデータであれば計算は可能である。 

(5) Homidov 氏のこれまでの経験では、気象状況そのものに近年大きな変化はない。災害の

発生は人為的なものか、気象条件以外の原因によるものと考えている。 

(6) 生データ、アニュアルレポート等をチェックした。生データは、読み取り・記録データ

が観測所ごとに保管されており、本格調査においてはこのデータを用いて解析すること

が可能である。また、アニュアルレポートも 92 年までは通常のものが発行・保管されて

おり、本格調査で使用することが可能である。 
以上



添付資料 １０ 

 22

 
日時等 日時：2005 年 11 月 23 日（木） 13：00 – 14：00 

場所：National Space Geodetic and Mapping Agency 
出席者 ＜タジキスタン側＞ 

Mr. Mahmadtoir Zokorov, General Director 
Mr. Ergash Oltiboev, First Deputy Director 

＜日本側＞ 
調査団：藤島、中村、セルゲイ 

討議内容 衛星写真、測量について打ち合わせた。主な内容は以下のとおり。 

(1) ロシアの衛星写真は解像度が高く利用価値がある（89 年のハマドニ付近の衛星写真を所

有しており、実見した。白黒ではあるが、かなり解像度が高く、利用価値が高いように

みえた）。 

(2) 写真の原図は 30cmｘ30cmのフィルムで約 100kmｘ100kmの範囲が１枚に納まっている。

(3) ただし、Mapping Agency ではロシアの衛星写真を購入していないため、入手方法、価格、

撮影年代については詳細は不明。現在問い合わせ中であり、２５日に先方から回答がく

る。 

(4) 航空写真撮影による地形図作成作業は、縮尺 1：2,000、範囲 25km x 30km で約 200 万

US$。地上の測量による地形図作成は、縮尺 1：2,000、範囲 3km x 19km で約 100 万ソム

ニ。 

(5) 衛星写真の情報はインターネットでも調べられる。取り扱っている組織は、「ロスコス

モス」、ウェブアドレスは不明。 

(6) 衛星写真の詳細については、後日、メールで連絡をとることとした。 
以上
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日時等 日時：2005 年 11 月 23 日（木） 14：30 – 15：00 

場所：Department “Tojikgeology” 
出席者 ＜タジキスタン側＞ 

Mr. Akanedov Aleksander, Director 
Mr. Babaev Sabie, Sub Director 

＜日本側＞ 
調査団：藤島、中村、セルゲイ 

討議内容 地質情報、ボーリング費用について打ち合わせた。 

(1) 地質図はタジキスタン全土については比較的簡単に提供可能。ハマドニから上流部の詳

細地質図については、たぶんあると思うが、担当者がいないため詳細は不明。本格調査

時には提供できる。 

(2) ボーリング費用は、１ｍあたり 80US$～100US$。標準貫入試験もできるところもある。

以上
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日時等 日時：2005 年 11 月 23 日（木） 14：30 – 15：00 

場所：Department “Tojikgeology” 
出席者 ＜タジキスタン側＞ 

Mr. Akanedov Aleksander, Director 
Mr. Babaev Sabie, Sub Director 

＜日本側＞ 
調査団：藤島、中村、セルゲイ 

討議内容 環境影響評価について打ち合わせた。主な内容は以下の通り。 

(1) 今回 JICA プロジェクトにおいては、EIA は必ず必要である。 

(2) EIA については、EIA 法及び EIA 規則がある。ロシア語しかないが、メールで送る。 

(3) EIA 手順については、通常のものと考えてよい。今回は JICA と MES が作った評価書を

環境委員会が審査することとなる。審査に要する日数は最大 45 日である。評価書の審査

には費用が必要である。金額はプロジェクトの規模によって異なり、FS 費用の一定割合

（１％以下）である。これまでの例では 1,500～2,000US$が支払われている。 

(4) EIA 実施に際しては、JICA エンジニアの指導のもとにタジキスタンエンジニアが協力し

て行うことが考えられる。タジキスタンでは個人ベーズ、会社との契約双方可能である

（EIA を実施している会社の連絡先を別途メールで連絡してもらうこととした）。 

(5) ピャンジ河は漁業が行われているため、カテゴリー１の河川であるため、水質基準があ

る。基準自体はソ連時代のものと変わっていない。また、下流には自然保護地域もある。

(6) 環境項目については、まず IEE を実施して決定してほしい。ただ、考えられるものは、

土壌、魚類、植物、騒音・振動である。 

(7) アフガンとの国境河川であるため、Convention on Environmental Impact Assessment in a 
Transboudary Context に準拠して実施してほしい（書類入手済み） 

以上

添付書類 
収集資料 

収集資料７：Convention on Environmental Impact Assessment in a Transboudary Context, 1994, 
United Nations 
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日時等 日時：2005 年 11 月 25 日（金）13：00 – 13：50 

場所：水資源省 設計局  
出席者 Mr.Abdisattorob 

日本側：藤島、セルゲイ 
討議内容 (1) 水資源省 設計局は 2003 年に独立法人化して、民間の設計会社になった。特に、水資源

省からの灌漑事業、河川改良、上下水道及び関係するインフラ事業、集落計画などを担

当、設計、積算及び施工管理業務を請け負っている。 

(2) 本設計会社は、11 の部署に分かれており、管理部、エンジニアリング・調査部、灌漑部、

工事・積算部、情報化部、水道・下水・集落部、河川及びポンプ所建設部、護岸部、電

気部、技術部及びサービス部で構成されている。 

(3) 測量及び地質調査は外部に委託しておらず調査部で実施している。 

(4) 測量及び地質調査の単価については、国家建設委員会にて決められた積算基準について

見積もっており、測量は ha あたり約 100 ドル、地質調査の標準貫入試権も 1m あたり 100
ドルである。 

(5) 建設資材については、建設委員会の発行する物価版がある。 

(6) 各建設設計については、建設プロジェクト審査会にて審査され承認される。 

(7) 「タ」国では、公開入札方法で建設業者を決定し、約 15 社がそれぞれの認専門分野の会

社である。 
以上

添付書類 
収集資料 

収集資料 8：設計センターの説明パンフレット 
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日時等 日時：2005 年 11 月 25 日（金）15：00 – 16：00 

場所：日本大使館 高橋代理大使 藤井書記官  
出席者 大使館：高橋代理大使 藤井書記官 

調査団：藤島、中村、セルゲイ、斉藤調査員 
討議内容 本調査における結果の報告 

(1) SW、MM 合意後、再度現場調査を実施、洪水の状況から考えられる原因を説明、基礎的

な調査後検討しないと自然災害から人災になる可能性も考えられる事を説明した。 

(2) 特に、この扇状地は地質的にも問題があり簡単な復旧では根本的な解決にならない事を

説明した。 

(3) 今後の対応について、アフガニスタンとの協議を具体的にどのようにするか検討内容を

説明した。 

(4) 帰国途中で JICA タシケントに報告し、今回の調査終了を報告。 
以上
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日時等 日時：2005 年 11 月 25 日（金）17：00 – 1７：50 

場所：ADB 
出席者 Mr.Pamen Bozakov 

日本側：藤島、中村、セルゲイ、斉藤調査員 
討議内容 ADB による現地測量の時期と内容を確認 

(1) ADBは、水資源省間外部からの要請で灌漑用水路の復旧工事を至急実施することになり、

その為に現地における応急的な測量となる。時期的には本年末までに実施する予定であ

るが、堤防における部分については詳細な測量は計画していない。 
以上

添付書類 
収集資料 

収集資料 9：MOU 水資源灌漑局との議事録 
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事業事前評価表（開発調査） 
 

作成日：平成 18 年 1 月 5 日 

担当グループ：地球環境部第三グループ 

１．案件名 
ピャンジ河自然災害予防計画（開発調査） 

２．協力概要 
（１）事業の目的 

ピャンジ河洪水対策にかかる総合的な計画を策定すること。また、実施優先度の高いプロジェ

クトについて、フィージビリティ調査を実施すること。 

（２）調査期間 

2006 年 3 月～2007 年 12 月 

（３）総調査費用 

3.74 億円 

（４）協力相手先機関 

非常事態省（主にワーキンググループ） 

（５）計画の対象（対象分野、対象規模等） 

ハトロン州ハマドニ地区 

３．協力の必要性・位置付け 
（１）現状及び問題点 

タジキスタン（以下、「タ」国）は、国土面積の 93%が山岳地域であり、標高 3,000～4,000 m

級の山々を有する。このため降雨や融雪により雪崩・地滑り・土石流・洪水などの自然災害が起

こりやすい条件下にある。このような災害は 1992 年から 2002 年の 11 年間に 30 件前後発生して

いるとされ，洪水（死傷者 1,467 人、以下同）や地すべり（307 人）が被害者数の多い災害とし

て卓越している。このように「タ」国では、水に係わる災害に対する備えが極めて不備な状態に

ある。 

「タ」国南端のアフガニスタン国との国境を流れるピャンジ河は、パミール高原から「タ」国

のハトロン州南部とアフガニスタン北部の平野地域に流れ込む国際河川である。ハトロン州南部

では、同河川の扇頂部に設置した頭首工から灌漑用水を取水して広大な農耕地が広がっている

が、この取水口が破損し 1998 年及び 2002 年に洪水災害が発生した。また 2005 年 7 月には融雪

にともなう大規模な洪水によって、対象地域であるハトロン州ハマドニ郡を中心に、１万人を越

える避難者、9.5km の河川堤防決壊、約 4,000ha の冠水などが発生した。これに対してユニセフ、

ロシア、ドイツなどが緊急援助を行い、JICA も１千万円規模の緊急援助物資（発電機、浄水器

等）を供与している。 

ピャンジ河の洪水対策としてチュベックからニジノピャンジに至る 45km 間に、並行して３つ

の堤防がソ連時代に設置されている。しかし、この堤防は、独立後の維持管理の悪さから機能し

なくなり、現在では、第一段階の堤防が崩壊し、第二段階の堤防も崩壊・消失しつつある状態に
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ある。これらの堤防の崩壊を修復する為、非常事態省ではこの 10 年間、毎年資金を捻出し、洪

水対策堤防の強化を行ってきた。2004 年 2 月には 500 名の人員を派遣し、ピャンジ河の堤防補

強を実施している。しかしながら、技術的・財政的に独力ではピャンジ河の洪水対策を実施する

事が難しいと判断し、日本に当該地域における洪水対策の開発調査を要請した。 

（２）相手国政府国家政策上の位置づけ 

2002 年 6 月に策定されたタ国貧困削減ペーパー（PRSP）の優先課題の一つである環境保全（洪

水等の災害対策を含む）の中に位置づけられる。 

（３）他国機関の関連事業との整合性 

「タ」国では、主に３つの機関が類似の活動を実施している。 

(ア) UNDP は大規模地すべりにより分断されたサレズ湖の天然湖が決壊する恐れがあるた

め、jamoa と呼ばれる地方政府の集合体を対象に、災害時の予警報システムの普及活動

を実施しており、本調査ではこれらの活動やその成果、教訓を参考にソフト面の計画を

策定することとする。 

(イ) WMO は、水文観測機器の設置を進めており、これらの機材を先方政府が活用し、本調

査の基礎データを収集することとなる。 

(ウ) ADB は、灌漑施設の修復（洪水により被害を受けている）について要請をタ国より受

けているが、修復事業に加え一部堤防の構築についても実施を約束している。したがっ

て、ADB とは常に連携をとり、本開発調査と調査内容及び事業内容が重複しないよう

配慮していく。 

（４）我が国援助政策との関連、JICA 国別事業実施計画上の位置づけ 

2004 年に日本政府と中央アジア諸国の間で立ち上げられた「中央アジア＋日本」対話の枠組

みの中で、地域内協力促進のための重点 10 分野の一つとして位置づけられている「水」および

「環境」分野に該当するとともに、我が国の対タジキスタン援助重点分野のうち「環境保全」に

該当する。 

４．協力の枠組み 
（１）調査項目 

フェーズ I：基礎調査及びパイロットプロジェクト 
1． 既存資料の収集、整理 

(1) 自然条件調査 

(2) 社会経済状況調査 

(3) 治水、利水状況調査 

2． 現地踏査 

3． 解析、検討 

4． パイロットプロジェクト（河川構造物設計のための試験施工及びその評価） 

5． ステークホルダー協議 

フェーズ II：マスタープランとフィジビリティスタディ 
マスタープラン 

1． 洪水防災の基本方針 
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2． 治水対策計画 

3． 水防活動計画 

4． 洪水予警報及び避難計画 

5． 維持管理計画 

6． 組織及び制度強化計画 

7． 環境影響評価 

8． ステークホルダー協議 

9． 洪水防災施設の設計・積算 

10． 実施計画 

11． プロジェクト評価 

12． 優先プロジェクトの選定 

フィジビリティスタディ 

13． 補足調査 

14． 詳細設計及び積算 

15． プロジェクト実施計画 

16． 環境影響評価 

17． ステークホルダー協議 

（２）アウトプット（成果） 

1） 計画策定：洪水に対する総合的な防災計画(マスタープラン)の策定 

2） F/S 実施：優先プロジェクトのフィージビリティ調査の実施 

3） 技術移転：計画策定、設計手法についての技術移転 

（３）インプット（投入）：以下の投入による調査の実施 

（ａ）コンサルタント（分野／人数） 

総括／河川防災 1 人 

副総括／河川計画 1 人 

水文／水理 1 人 

砂防 1 人 

衛星画像解析 1 人 

河川施設設計／施工監理 1 人 

施工計画／調達事情／積算 1 人 

環境社会配慮／組織・制度 1 人 

水防計画（予警報・避難を含む） 1 人 

経済／財務 1 人 

（ｂ）その他 研修員受入れ 

河川防災技術移転のための C／P 研修の実施 
 
５．協力終了後に達成が期待される目標 
（１）提案計画の活用目標 

(a) ファイナルレポートにて提言される内容が実施に移される。 

（２）活用による達成目標 
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(a) ハトロン州ハマドニ地区を中心とした地域における洪水に対する安全性･防災力が向上

し、対象地域での自然災害の被害が軽減される。 

６．外部要因 
（１）協力相手国内の事情 

(a) 政策的要因：防災対策の優先度が低下する。 

(b) 政治的要因：ピャンジ河左岸に位置するアフガニスタンとの関係が悪化する。 

(c) 行政的要因：適正な人員が配置されない。予算措置がなされない。 

(d) 社会的要因：治安の悪化により、事業化が困難になる。 

(e) 経済的要因：財政の悪化により、事業化が困難になる。 

(f) その他：計画時に想定していた以上の災害が発生する。 

（２）関連プロジェクトの遅れ 

特になし。 

７．貧困・ジェンダー・環境等への配慮（注） 
本件は生活基盤となる生命の安全と耕作地の保全を目的とした調査で有り、PRSP に資する案件

である。また、一部環境の改変があるが、基本的な調査内容は、元あった堤防を修復することを目

的としているため、現段階では問題はないことが想定される。 

８．過去の類似案件からの教訓の活用（注） 
国境を流れる国際河川を対象とした類似案件は無い。また、本件の特徴である融雪洪水にかかる

類似案件も無い。 

９．今後の評価計画 
（１）事後評価に用いる指標 

（ａ）活用の進捗度 

ファイナルレポートの提言に基づく事業の実施状況 

（ｂ）活用による達成目標の指標 

１）マスタープランの策定：災害時における経済的な被害額及び被災者数の減 

２）フィージビリティ調査の実施：事業化の有無 

（２）上記（ａ）および（ｂ）を評価する方法および時期 

（ａ）フォローアップによるモニタリング 

（ｂ）必要に応じて調査終了後 5 年後以降に評価を実施 

（注）調査にあたっての配慮事項 


	添付資料
	8. MINUTES OF MEETING
	9. SCOPE OF WORK 
	10. 会議報告 
	11.	事業事前評価表（開発調査）



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




